貿易モデルと経済構造 by 毛馬内,勇士
「貿易モデルと経済構造」
TBADE　MODE丑　AND
　　　　　　　　EGONOMI　G　STBUCTURE
政治経済学研究科　経済学専攻
博士課程2年次生
　　毛馬内　　勇　　士
　　KEMANAI　　Yuji
　　　　　　　　　　　　　　　目　　　　　　　次
1蘭の視点　　　　　　　4比鞭位離の決牢因
2　開放体制下に於ける均衡成長率の循環的変動　　5　むすび
5　ジョンソンモデルと為替レート調整
　　1　問題の視点
現代貿易齢。，その雛方za…於いて，比較生産囎造を不変・す・か・あるい飼変とするかに応Ux
じて，二つに大別することができ・。前都国内成長率・轍瀬成長率の欄的大さ滅準とし潔易・
収支がいか、，変化す。かの蜥であ・，H・G・ジ・ン・ン…つて代表・れ・・後者姓毅比率変動
を前提、す。貿易，・ターンの髄的変化に主眼を置く国際貿易の動難論で・「Hecksche’一゜h”n
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（1）＿S。mu。ls。。」理論や「赤松フオーミユラ」によつて知られている・
ところで輔は開放体融仮定することに・つて，経済蕪を・「成長一循麟造」の三位Olc説的
視点か。考察することを目的・してい…「成長一翻の局面分析では生韻比率不変の仮定轍定
．，「構造」論的アブn一チでは生産費比率変動咽数的相互依存関係を陥にする・とくに泊由貿易
磁展に、つて，世界的規模での生産の髄編成をはかろ・・す・今・・比較生韻離の基本的騨の
認識なくしては，生産の構造的再調整は困難である。
，．、。，，全般的醐はM。・h㎝。・…1t・・m備・・れ・が・それ雌理の確難と明証性との
ゆえに，明断度を高abるたtoである。
　　ω。の点について，j・島清教授は「比較勲成脚原理」・「要素劉率砒較成長羅」と駆
別することを提唱してL・る．小島清，躰賜とua発展・1958・19°頁
2 開放体制化に於ける均衡成長率の循環的変動
H 「一・。ツド．，一＿モデル」とし砿く知・れて…均鰍長率の基本鵡乗数理論vaよ雄
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済の需要側と、生産能力の増加を示す経済の供給側との，所謂「投資効果の二重性」を功妙に結合するこ
ζに・つて導き出されたものであ・．ω・か・，・のモデルの適欄蹴閉簾済であつて鹸出一轍
を重要な変数として含む国際経済では余りにも単純化されたモデルと言わざるをえない。開放体制での
　「均衡成長率は」貿易量の大きさを制約条件とし，その範囲内でのA循環的変動が許される。世界の多く
の発展計画が成長の“Stop　and　Go‘政策によつて，国際収支の困難を乗り切らざるをえないのも，
っまるところ貿易面から弥・抑止力を受けているからである。そこで本節では，開放体tSiJ’Fでの内需変動
の基本的メカニズムとい5視点から，H・Gジヨンソンの厳格なモデルを取りあげ，成長と循環を貿易収
支の変動から説明することを目的としている。（2）
　仮定
　　　1．価格水準を一定とし，齋出量一単位の価格が通価一単位に等しくなるように定める。
　　　2．労働人口炉少なくともrの率で増加し，成長が労働面から制約されることはない。
　　　5．．資本係数を不変に保つような技術進歩が存在する。
　　　4．貸本財と原料の輸入，ならびに国際貸借に伴5利子支払はないものとする。
　記号
　　　a＝産出係数，C　onstant　　　　　c＝i－s－m，消費性向”　　　’
　　　b＿X－M　　　　　I一投資の絶wa
　　　　　　　Y　　　　　　　　　　　　　I’＝仮定を拡長したとぎの国内投資
　　　M＝輸入額（輸入原料を含む）　　　　　S＝貯蓄率　Cons　tant
　　　m＝輸入性向，Constant　　　　　　　　　　　　．　．
　　　ni＝＝仮定を拡張したときの資本財　　　　X＝＝輸出額
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コ＿　dXの輸入　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　x＝X一τ「　　　　＿⊥　dY　　　「－Yττ
　　　o，Suffixとして麻・られ初期水準をあらわす。
　　　1．2，Suffixとして用いられ，一国二国をあらわす。
　基本モデル
　　．（s＋m）Yt＝＝lt＋Xt・……一・・…・……・………・…①
蓄一…一・…Y、’…一・一………………②
　U）式は開放体制での事後的な需給均等式をあらわし，貯蓄と輸入が経済の供給項目であり，投資と輸出
が需要項目を形成する。また（2）式は貯蓄イコール投資のもとでの生産能力の増加を示す。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〔二）
さて，①と②から均衡成長率と，その時間的変化を示す式は，
・・r
I1ト｛〔S・m・一舞｝一・｛・一・t｝…一・・一一・…③
∵9；一・（＿逸．」L翼池＋2隻．⊥旦婁Yt　Xtdt　Yt　Ytdt）一・書（・一・・）…・・一…・一・・…④
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，vaよつて与えられる．③式の第噸ま…ツドが示したところU・・”保謎れ憾長率”と軸成長率と
の関係をあ。わす．（3）と・ろで，③④二つの方程ecの諸項目は定数値としてよりも麟としての性格を多
舩もつているから，上の函数獺係・1・－im・VCI・・za定されない・むしろ体納の離螺の変動晦じ
て，多義的結謙発生せしめる。そ・で正勲均鰯得の成長麟鱗を求あるt・・bに・・に陰状的vaa
まれているYについて微分方程式を解いてみる必要がある。
③式にYtを乗じ，　Xt＝Xo　e；　tであることに注意すれば，一階微分方程式
　　　　　　　dYt＝＝．．＿a（S＋m）Yt＿aXoext…・…・・………■・…⑤
が求、る．両毒一・（・・m）・を乗・，積肘楓・・一・・〔S叫Y』漁
∫｛。一・（・・m）｝・」L準・C
　　　　　一a×0
．’DYt＝＝　　　　x－a（S＋m）
。xt　rc．ea〔S＋m）t…＿．一・………・・…⑥
積分定数Cはt＝0のときのYの値であるから・C＝Yo＋x－a〔Sm）
さらに，初期輸出水準（Xo）は③式から次のように定義することができる。
　　　　。・一・｛〔s・m）一一譲｝｝…・・………・一………一一…”°’”⑦
　　　　∴X・一亭｛・（・＋m）一一一　r．・｝
かくて，求める基本方程式は，
　　　　Y・－Y・｛。rrli：’iglilil；．）・a（S＋m）t＋…筆謂・xt｝…・・・……・・⑧
であ。。今説明の便貼。－9i，9f2ifi9？．）－A・」鶉一・・すれば・⑧式によつて示
されるYt城長変動径蹴鞘成長率図と初期均繊長率〔・・）礪係から・次の三つのケースが教
られる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．　　　t
　　O　x・＝roの場合，⑦式を考慮すれば，　ro＜h（S枷）であるから、　ma（8→切であり、Itg，B⇒となを従っ
てYは増加率。で成長す・〔Yt－Y・・xtう．す肋ち・r・＝x－・・一・〔・－b・）　’fiiである・
　　“i）。＜。。の場合㍑，A＞・，　B＞・，従つてY・・塒間・共囎大す・・ci，の蘇を舗すれ
　ば，　r＞xとなるo
　　lm。〉。。のときは，・と・〔・＋m）の大・j・関係から二つの場含が考えられる・
　　　④。（，＋m）〉。〉。。ケースで・・，－A＜・，B＞・であ・…ea（s＋m）〉・xであ・
　　からYtは増加から減少へ転ずる。⑤a（s＋m）＜x＞roケースではA＞0・B＜0であるから・
　　ea〔・＋m）＜。・であることに臆すればYt囎加・・磁少＾転ずる・いずれのケースでも「
　　＜xである。
以上，三つの数学的儲の繍臆味瞳要であ・・まず・均鰍長率齢出厳率よりも大であ楊
合，。磯灘内需拡大による発展計醜実謝ることができ・・しかし雛醐に対す磁出超過率
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（btxt）納需拡大につれて代数的に小・くな・か・潔易収支蝋しい入超化作用を受け，早晩対外不
均衡の問題を発生せしtoる。かくて，内需拡大による経済成長は貿易の不均衡から次第に抑止されるもの
となろ5。逆に均衡成長率が輸出成長率よりも小ならば，この経済は内需抑制による成長径路に服するこ
・にな・・しか・論壁綜対す・翻超過率（並xt）は代紬に増加し，出灘用破配に・つて，
均衡成長率は拡大への潜在的能力を付与される。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’
　以上のことから初期の輸出超過率（bo）を建持しながら発展する成長率は均衡成長率と輸出成長率が
等い蝪合だけであることがわかる．従つて，もし初期の貿易収支醐虹て、競らば（b。＿。），対
外不均衡の困難を伴わずに実現しうる均衡成長率は，一定率a・Sとい5値になるたろ5。（4）だが成長率
がそれ以上に大きくなるならば，輸入増加が輸出増加を上回り，成長政策は引き締めされることによつて
政策転換を余義なくされるだろう。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　∈三）
　さて上の議論では，1国についての輸出函数が自国の所得水準に関して独立的であるものとした。つま
り・自国の輸入が変動したとしても・その反作用はこの国；xWh出する外国の国民所得を大幅に変動させる
ほど大きくないと仮定したのである。しかし自国と他国との均衡成長率の条件は相互依存的であり，ハロ
ッドも指適するように，輸出成長率を決定する最も重要なものは「全体としての外国成長率」である。（5）
そこで一国と二国の相互間貿易k一仮定すれば，①式に対応する基本モデルは次のようになる。
　　　　（St＋塙）Yl二11＋■〉　Y2・・〔n12　Y2　・X　）………・…・…・………・一……⑨
　これを②に代入して操作すれば，
　　　　r・一・・〔S1＋m・一撃’）＝＝・、（S、一戦陣…………一・⑩
　同様に二国についても，
　　　　・一一e・（eg・zz一響）一・〔・・－u？k）…………一・⑪
⑩⑪を各々時間tで微分することによつて，
　　　　dまi一㍉゜￥（＝＆2〔…－r2〕…・・一一…一・…・・一……⑫
　　　　蟹一eq’㌔Y1（Pt）〔・，・一・、〕……一…・………・…一・・……⑬
を得・．・れ・の方齢つぎの・・な経済的意味を・つたろ・．・蜘にr1㍉に応・て
薯舞であ・淵的叫i郵・な・可倉鵬…かL・－r、一ξの場合にのみ両国
t’i－一’定率でかつ同じ率で成長することができる・第二に・初期貿易収支が均衡して陸る場合には・alS1
＞　　　　　　　　　　　〉ミa・馬　　　　　に応じて「ぞ・となるが・しかし・欄貿易収支が不均衡暢合にはY・　Y2の大・」・関係に
左右されるから一義的な解轡ま得られない。そこで，これらの時間的変動径路を求めるには，⑩，⑪に含
まれているYについて連立微分方程式を確．〈必要がある。
薯一a1〔S、’＋rg）Y、一・凸Y2
砦一一・、m，・Y、＋・、〔S2＋ir｝i）Y2………………・・………一・・M
一5フ8一
o
今，Yl＝AeZt，Y2　＝BeXtを解とし，⑭に代入すれば！｛a1〔S1＋m1）－A｝A－alm2－
B＝0　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’……・……・一・…・……⑮
　一asH㍉A＋｛a2〔S2＋rrb）一λ｝B＝＝0
　が求まる。係数のつくる行列式はλに関する特性方程式であり；これがゼロならば解は存在する。
　　　　　　　　a1　〔S1＋πな　）一λ　　　　　　　一aln毎
　　　　D＝　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ニ　0
　　　　　　　　　　－a111賎　　　　　　　　a2　（S2＋鞠）一λ
　　　　∴D＝λ2－｛a1〔S1＋m1）＋a2　（S2＋m1）｝え＋ala2〔SIS2＋mlS2
　　　　＋S1】鳴）＝〇
二根をλ1，λ2とすれば，
　　　　2，・－M・、〔q慨）・eq〔S、・eq）＋｛al〔S、＋ag）＋・、（eq・即卜4・、　eq
　　　　　　　　（SIS2　＋S1恥＋nと　S2　）｝
　　　　λ2＝皆r｛aK　Si＋稿．）＋a2　〔S2＋n㌃　）一　　｛a1　（S1十・n9　）＋a2　〔昌～＋偽　）｝2－4al　a2　〔SI　S2
　　　　　　　　＋S1恥　＋rq　S2　｝
従つて，
　　　獄ゴ：：：窺11：：…一一一一⑰　　t
　もまた解でなければならない。ここでAr，　Br（r＝1，2）は二つの異なる実根と初期値によつて
きまる定数であるから．
　　　　蝋㍉｛〔・、〔S1＋ng）－Z，〕Y・・一・・唱・．｝
　　　　ら一歳｛〔・・（S1＋m）一λ・〕Y・・一・・嶋・｝
　　　　珪：菖｛義‘1蹴ξ皇㌔｝llし（S1＋nl（S1＋鶏）議濫畿∴
　しかし，これらの解は余りにも複雑であつて←櫛のような結論を簡単に求めるわけにはいかない。だが
容易に解る一Y・ζY…応・て・・き・となるこ・であ・・ζ同時にX・塾の可育旨性・強
められるから，貿易収支の不均衡が早晩発生する可能性がある。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〔四）
　さらに，問題を拡張することによつて，われわれは興味ある結果を得ることがで3る。すなはち相手国
の資本財の輸入に，自国の投資支出の一部が充当されるという仮定の導入である。周知のごとく，資本財
の輸入朗国の生薦造を麹させる有加要因であり，後進国の「師的経済翻6脈とつて賜要
不可欠のものである。かかる仮定のもとでの①，②式に対応する基本モデルは次のごとくである。
・・S、＋r・1，　・Y，－1、’・・｝］　Y2・
ﾔ・9・（＝－1・）恥’一…・……＠
＿579一
　　　喜賊一1考，1・　・…………・・…………………⑲　　，
　よつて，
　　　　へ「㍉，｛・s・・＋ir・・嘔著一・著寄｝一⑳
　二国についても同楓
　　　　r・　・－i－ik，｛〔亀魅）r鴫†勇」寒｝一・…一②
　かくして，
　　　　r・・1手玩吾寄一・s・・q）一馬吾
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　…・…一⑳
　　　　r・・一卦寄馬・1亭’一・eq・ng）一㎎釜
　係数のつくる行列式がD＝1－m1’－m2二であることから，「クレーマーの定理（7）］により’
　　　　　　　　　　　　　　al　a2
　　　　r・－1謂穐’〔（1－n・）・s・・nl，）・nli　ir＞一（・・lt・脇り寺
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・一㊧
　　　　r・－1－a’・eq’〔（1Ml）（馬塙・・r・1・　Mil一（ag・s・　irl’・受〕
　従つて，均衡成長率の時間的変化率は，
　　　÷ひ一壱〔dYl　　㍉　　（11ら　＋1隔’S2dt　　IM’rrr＞’）㌃謹へ1豊寄無’・Y・〕　’
　　　　　　一、監雑））・吾〔r・一一…’一一・……一……一一⑳
　となる。
　同様にして，
　　　砦一黙絵1・吾・r・・－r・》・・一一・・………一・…・…・一・⑳
〉灘∵肇1瓢讐韓簸1嵩嶽：苞灘濃
世界経済の不均衡発展の是正にとつて望ましい方向は㈲のケースである。しかし，資本財の輸入比率は低
　　　　e　　e　　　　開発国でたとえ高くとも，先進国では低いから，G，ケースで示されるよ5なアンバランスな成長率になる
公算が強い。従つて，これを回避すち道は，先進国の低開発国に対する大幅な資本援助〔m2’の増大）と，
低開発国産品に対する積極的な買付け〔m1’の増大）以外にありえないたろう。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－580一
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　（7）Cr　atne　r　as一般的公式は次の通りである。
　　　　　・繧，L盈曲・／嵩晒・〔・－1・・’一・…n）
ここにAsは，　Aの第S列にベクトルYを代入して得られる行列である。行列式1AslおよびIAI
の展開は，第S列によつてなされており，Ars，　r＝1，2，…・…■）nはIA｝の余因子である。
R．G．nAl　len　Mathematical　Economics，安井，木村監訳，数理経済学615頁，
Ma　thema　ti　cal　Analysis　for　economists，高木訳，経済研究者のための数学解析，
554－556頁
3ジヨンソンモデルと為替レート調整
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〔一）
　虜一節で論じられた均衡成長率の時間的変化の分析は，次の二点に於・て単純化された議論であると云
わざるをえない。まつ貿易の均衡化作用を支配している世界の需要弾力性の相対的な大さが考慮されてい
ない。さらに固定為替相場を仮定することによつて，政府当局の能動的輸出入調整政策が無視されている。
一般的に，為替相場の切下げは，輸出量の増加によつて産出量は増大し，実質所得をも増加させる一面，
輸入価格騰貴による交易条件不利化によつて，実質所得を減少させる可能性がある。ここでは，「ジョン
ソソー篠原モデル」に基礎を置きながら，生彦性上昇と貿易収支の均衡化政策1ならびに為替レート引下
げによつて実質所得が減少し始める限界点を探ることを目的としている。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（1｝　新に仮定と記号をジョンソンにならつて次のように加える。
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??
2．
Y＝生産量
R一金晋一生韻成長率
X＝＝ra出，　M＝輸入，
x－f2（z，　Y2），）4・＝f，〔毒Y、）・
e・一
国際経済は二国からなるものとし，各国は一財のAを生産する。
財と通貨の単位は価格と為替相場が共に1に等しいように定められている。
　　∂1・9ろ　1∂4
マ・＝∂1。9・＝Xl，万「
7t＝＝Pl／P2±商品交易条件
・戸圭審ゴ・バ・恥
・，総一暖舞
　1，2，＝Suffixとして用いられ二国をあらわす。
　米，＝Suffixとして用いらit’t，実質額を示す。
一国の輸出入比率の時間的変化は，
　　　坐一玉越…．．………．．．＿．．………．．①
　　　　dt　　　　　x茎
　である。さらに各国の輸出入函数を全微分し．π，Y2，Ylを時間の函数とすれば，
　　　器一筆〔癖・丸祭器織豊〕
　　　　　　　　＿感〔聾．並．肇dY1〕
　　　　　　　　　　Xle　∂πdt　　∂Yl　dt
　　　　　　　－一ヱ三垂（rπ一η2　弓τ＋e，R2－n・rτ一e，　R1　）
　　　　・・RBi一武｛謬一・n・　…　－1）〔砺嘱・・e・・4－e・・K－…・＠
　②式は所謂「ジヨンソンの基本式」と呼ばれるものであるが，篠原教授はジヨンソンとは別個に同様の
方程式を設定した。まつ一国についての輸出函数から，
　　　」墜＿玉璽」llt22．＝Lz．∂X　dπ
　　　　dt　　　iXi　　∂Y2　　％　　　　K　　　　∂π　一π
　　　ノち讐・！（一り等q・c・一任意訓
　　　　ξ2　109】ら十（一η2　）10gπ一一logXl鴇
　　　　．’X，　＝＝αY2e2π一η2　〔α二e－Cl）一…・・………・一………・・一・・・…③
　同様にして輸入函数から6
　　　　場一。y『・Z°・〔・一。－C・）一・…〔・，＝＝任意定数）………④
　従つて，一国の輸出入比率は，
　　　　ty一誕〔Y・　e2一へ〕〔i〕へ〔・〕1－（噛）
　　　　　＝豆〔Y2　〕ξ1　〔π）1－（η1＋η2）．．．＿＿．＿＿＿＿．＿＿＿…・⑤
　　　　　　　a　Y1
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　　　　・R＆　＝　1・gq・／・・t＝＝〔・・＋・・－1）（・恥一・p、）＋ξ・K一ξ・K’°’”……⑤
⑤式力・「篠原モデル（2））であり，・れをジ・ン・ン形形式t・・9MLたものが⑥である・b’くてξ・＝ξ・
を仮定しt．w合の「スペシヤル・一ス（3h醸原モデルであることがわか・・
いずn；。　e．よ，ex’va経済的鰍は「一国の欄的生産の上昇力泌らずしも貿易の逆調をもk6すので・
はなく，轍需要の弾力性、Ut±ksg2｛r）弾力性が相互砒較関連づけ・ねばな・漣4）」のであ・・
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（二）
さて，われわれが政策的に最も興味あることet両国の内需変動の増減率と輸出価格水準の変動が・貿易
収支にいかなる影獣灘すだろうか，と・・うことであ・．広い政策的応用能加含蓄している「基本方
程式」を利用して，この問題を吟味することができる。
まず注灘の一般的上昇頗撫よび利潤の増大か・あるい師格蝉の一般的下落によつて・所得
効果お．師㈱果の両面をもっ．（5N・ま，醐姓灘上昇の蘇価格が不変で比例的噺得〔内需）
を増鮒槻合（搬的ケース），あ・いo・一’国では価格を下落させるが・2国で価齢不変とする場合
〔戦略的ケース），甦両国が欺価格蝉を下落させる胎（欄的ケース）の三つに区肘る・
a）－er的ケースでは・rlh　一・lh・一・であり・基繍漱のように変形される・
　　　　RB，・一　e，　K一ξ、　eq…一…………………°’°°’”…°…’…’°…⑦
　　　　・ξ凸き1晦・てR峠…R蒔・
（“）鱗的ケースでは璃一恥㌧一・であるから港本鵡
　　　　RB，一（・、＋・・＋ξ1）K・ξ・・R・・…’°’”°°…’°’’”……’°…’°⑧
従つて，・、＋・，＞1＋ξ、の条件（弾力｛ti・・1一ブテイミズム）のもとでのみR・瞳然的証である・
．、、．，、＋，、＜1＋ξ、な・ば（弾力性ペシ・ズ・（6））・・、ξξ、縞可に応じて
R最・とな・・従つて・ξ…きわめて弾撤・ば・R1が小でな”限り1邸貿易収支を改善す
ることはできない。　　　　　　　　　　　　　　1
（iib欄的ケースでは・rA　－eq　・　・lh　－B2であるから港本鵡
　　　　R・E－〔・、＋・・－e・一）eq・一…＋…一ξ・－1）eq……°°…°”⑨
　この場合には，成長率の「係数付号」によつて多義的解答が得られるが・弾力性ペシミズムを仮定すれ
・隅癖1≡1、≡ll・晦・てR璃蓬・とな・・従つてξ・ミい・ばRB、は不利化お
よび有和ヒの能力が付与される。
　以上三つのケースのいずれva於ても，轍需要の所得弾力性が欄的に大き脚ま大きい程貿易収支
は不利化の可能性をもつ。従つて，生産性上昇が輸入産業に偏向的に生ずるとい5購造変動を考慮すれば・
輸入代替によつて収支不利化傾向を阻止することができるたろう。このような動態的貿易理論への拡張は・
ヒツクスの「就任講演」（7）によつて刺激されたものであるが，ジヨンソンは「不完全特化モデル」を仮定
することによつて，ヒツクスのい5輸入偏向的生産性改善をUltra－anti－trade輸出偏向的生産性
改善を。1　t’Ba－P。。－t。。d。として対比して・・る．（8）・・くt’離変動概念鱒入すれば・もはや
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「基本方程式」からの一義的結論が許されないことは明白である。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〔三）
　つぎに，基本方程式を利用して為替レート切下げによる実質所得減少の限界点を求めることにしよう。
・・まR。？・に応じて，一動為醐下げ・一・び切上脆意味するとすれば，賜収支の均衡を繍す。
た瞭必要な・，第個の為替変化＊“tRny　＝°であればよい・
　　　　諏虐。一。－e・R・－e・＆……．．．＿…………．．．…．⑩
　　　　　　　　　　　　　　　η1十η2－1　P1　　磁
従つて・“）・・＋・・＞1の場合にはξ、瓦ミξ轟臨じてR・ミ・．（ii，・1＋・，＜1の鵬には
ξ画≧縞に応じてR葦賦こで・1＋・，・職面醐下げによるマーシヤル・ラーナー的為
替市場の静学的安定条件を示すCritiCal　pointを示す。（9）
　ところで，通貨価値の切下げは輸入価格の上昇による交易条件の不利化によつて，国内価値の一部を外
部に放出する結果になるから，もはや実質所得と童出量を同一視することは許されない。そこで交易条件・
不利化・・よる輸ma少分を一M｛鋒・すれ・ま渓蜥得の総変化は，
　　　　91tii＊一暗・詳…・…・一・………一…・・……・……⑪
　　　　　　一…＋e2一甲）晒・土』．……………＠
　　　　　　　　　　　　η1十η2－1
　従つて，もしπ円〉η1＋η2－1の条件式が満されるならば，（i）ηi＋η2＞1　ケースでは，
轍議1灘藁癖麟羅書鷺熱野・・霜
　なお条件式として示された限界輸入性向と弾力性因子の大きさは，為替相場切下げによる実質所得増減
の“ ﾀ界点”を示すオペレーターであることがわかる。今，説明の便宜上，2国を静態的と仮定すれば，
1国による成長率の増大は不可避的に輸入量を増加させ，為替レートの引下げによつて収支の均衡を維持
せねばならない。この場合の所得減少率〔－Rl’）は，
　　　　サ警癖一轟r馬………………………・・⑬
　であるから，実質所得の総変化は
　　　　Rq＊：＝壬Ri－K』（1一　　πnl　　　　　　　　　　　　　　　　　　）R1…………・・・……・一・…・・…⑭
　　　　　　　　　　　　畢1十η2－’1
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　である。即ち，π璃＝η1＋η2－1を限界点として，それより大であるか小であるかに応じて為替切下
げ策は頬所得を増灘せ・。（R建・）
　以上貨幣的調整による収支的衡策は各種パラメーターの数値の大さによつて成功不成功に終るヵ㍉
「その国の輸入に対する需要（の価格弾力性）がきわめて非弾力的である場合には，輸入量は減らず，交
易条件の不利化がもたらされ，第三市場の獲得が困難1二になる。タイミングの如何によつてはインフレー
シ。ン臆起し，過度な平価切下げ嘆大嫌出イ申長b・t・6れ戯功・帆嘲だろう．従つて・N本
的には，その国の輸出生産力や比較生産費甫造の在り方に依存し，長期的視点からの溝造的アブローチが
問題になる。
　　（1）HL　G　Johnsoru　lnternationalTrade　and　Economic　Gr　owt　h，195＆
　Chapterlv，　小島監修，柴田訳，外国貿易と経済成長，第1V章，
　　（2》篠原ENiK日本経済の成長と循環，288－290頁
　　（3）小島編，論争，経済成長と日本貿易，建元正弘・経済成長と交易条件一篠原三代平教授に一
　　（4）S，E，　Harris，　lnternational　and　lnterregional　Eeonomics　Mc－
　grawrHi11，　K万GakuschaP．214
　　（・）Y一生薦蚤一労離酷N一雇鴨W一甑・一儲K一分配率・＝・1一網率・・
　すれば，
　　　　卜番・1・9（薔）海・一毒器一養｛発一吉器
　都留，大川編，日本経済の分析，第二巻・29－50頁
　　（6）’チヤンの計測によれば，各国の輸出入の価’格弾力性はカナダ等を除いて，多くの諸国は1より低
　い。従つて，弾力性の和でさえも1に満たない国が少くない。T．　C．　Changr　Cyclical　Mov・・
　－eme　nts　in　the　Balanceof　payments　p77，これに対してAY一シヤルはかな
りの弾力性をもつものと確信していた。A．　Marshall，Money，　CreditaIld　Co㎜erce，
　1925，P171，
　　（7）ヒツクスによれば，一律的な生産性改善や輸出産業に偏った生産性改善はドル不足を招来しない
　が，輸入競争産業に偏つた生産性改善はドル不足と調整の困難とに陥る。J．　R．　Hicks，　An　In－
　augura艮Lecture，　oxfQrd　Ecollomic　papers，　June，1955，
　　（8）　HLG．　Johnson　op　cit．）P．8Z　Summary　of　Effects　of　expansion
　　（9）　C．P．Kindle　berger，　International　Economics，1965，
　相原志田共訊国際経済学，P590．付録D，マーシヤル・ラーナー条件
　　⑩R．・EH・…dil皿b・董…1・f　l・t・rn・ti…1P・ym・nt・・1”t・・n・ti－
　onal　Manetary　Fund　staffpapersApri1，1955，　PR　17－1＆
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4比較優位構造の決定因
　上の議論に於いて，一貫する仮定は比較生産費比率不変の仮定であり，短期的視野からのアブローチで
あつた。しかし，根本的貿易均衡化政策には，長期的視点からの比較生産費構造の変動が問題であり，一
国の相対的生産能力が究明されねばならない。
　ところで相対的生i力の競争論理をその内部に包含する比較優位の理論には，生産費差を基準とする古
典派の「比較生産費説」と，生産要素の賦存量の豊富性に基準を置く「ヘクシヤー・オリーン」理論の二
っがある。後者はサミユエルソンによつて整備され「要素価格均等化命題」として，きわめて厳格な仮定
のもとva数学的に翻された。ω他方，国際貿易職の中脚地位を占めるリカード砒較生産費説は，
その静態的な性格のゆえに，現実の動態的分業講造を解明するのには不十分であることをまぬがれない。
　そこで問題は相対的生産費差を異質化〔同質化）せしめ，それを絶えず変動せしめるところの諸決定因
に注意力を向け，比較生産費変動の購造的基礎を究明すると共に，要素比率理論との関連を考察すること
である。
　なお，以下の分析は「天野モデル（2）］に従5ものである捌H，G，ジヨンソンにならつて，多くの単
純な仮定がもうけられ，生産側と需要側からの両者によつて生産費変動を把握するところにモデルの基本
的視点が存在する。｛3）
　仮定
　　1．財の数を二財に限定し，各財は労働と資本の二要素たけを用いて生産される。第一財を労働集約
　的，第二財を資本集約的なものとし，互にその要素集約性を異にする。
　　2．生産函数は規模に関して収穫不変であり，数学的va　一一次同次函数である。また限界生産力は逓減
　し，要素に関する収穫逓減が支配する。
　　5．一定時点の各要素の供給量は所与であり，市場の完全競争によつて，失業および遊休資本は存在
　しない。
　記号の定義
　　i，j＝1，2
　　P＝第一財単位で表わされた第2財の相対価格比率（完全競争が支配していることから，生産費比率
　　　　に等しい。）
　　Xj・＝第」産業の産出高
　　F＝＝生産函数．f＝需要函数，
　　vij＝」産業のi要素の使用量，　vi＝i要素の総供給量Const，
　　wi＝第1財単位で表わされたi要素の報酬率
　　μij＝j産業におけるi要素の限界生産物，
　　p＝第1要素価格の第2要素価格に対する比率
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　　　　　　　　　　　　　　　●
θij・＝μijvij／Xj，第」産業における第i要素の相対的分配率，
｛・・j－llij　VS幹j％j－1
λij＝vij／vi，第i要素供給のうちj産業で使用される割合，
亨X・j一醤巧2－1
rj馬jrVi　j，第j産業における資本集約度
α」＝生産函数の．Sフトパラメーター，
・j一士・舞鵡生産技術のzk・e・・
・j一藷」産業の二螺間の代響力性’
βj≒瀞・j・・e本集約度お・び需要醐のシ・・パラメー・一・
A　一＝X，、θ、、＋λ、、θ，1
4一λ22θ、2＋2、2θ22
　B＝θ11θ22一θ12θ21：＝　θ11一θ12＞O
C一λ、、λ22－Z、2λ，、一λ、、－Z、、＞0
以上のことから基本モデルが設定される。
　Xj＝・FjCVi　j，　V2　j；αj）＝tFμijVij・・……・……・一……・………°’………〈⊃
Vi2Vi」一，。。、tant……一・…………………………・………一……一②
　　　J
　V2j／▽1」＝rj（q，αj）・（4）・・…・・…………・……・・………………；一…°…’……③
Wi＝：・fi－P・i，…・・………………………・r…・・°……°°∵…’…：’°…°’°④
　q＝IVVI／w2・…一…………………………………………………一・………’……’⑤
百分比変化をサーカムフレツクス「〈」で表わせば，①～⑤は次のようになる。
ltj－V蓑i罫j懸辮・縞・・j
　　　一早V・j隣玲、j．．j　＝＝　li，、，e、　j．。j……．…．…．．．＿＿．⑥
　　　　　　　Xj
・r会」マ」斌｛塩・V・j・d器佑j・饗いd藷砺j｝
　　　　一・、j　｛Cl，　j・e，，｝・・、j　｛）・　j・e・j
　　　　一轟、」て分．e、j）．．．……．＿……………．．…．……＿…．．一一・………⑥
◇・一・ei1＋番今・、一贈合・j－・…………・・……………・・一⑦
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禽j臓j－±．〔ll」dq＋1差iαα」〕一・」合・fij…一・…⑧
　　　fi・jミ・に応・て媛窃jであ・か・，労動轍甑購約＿一。一変化
　　と呼ぶ。
，、鮮贈母．全耽ll二：II：1二二二∵ll：lii二：：：：二il：二：二7二・毬
歯’か・，’ ｼ・・j会月一・」，・れを臨て⑨を代入す鳳ルー＿定理、，，
es、　一・　一θ・・令＋θ22π1一θ2凸
　　　　　　　　B　　　　　　　B
金一θ≒・9一θ・2等θ・・　n2
　　．〈　　1〈　　　 　　　　Zl－x2　　°’q＝一百P＋　　B　…’…’”°…°………”°…°…°………’………°’…⑪
　さらに，⑦と⑧から，
　　λu〈＞i、＋z、，〈と，＿〈〉、
・a、、e，、＋λ，　、el，－e，一（λ、、。1＋・22。，）Q－（・，、Pi．a，　、　P、’
j
㌔食、＋・12窟論・、・、、・、＋・、2　e2、Q．、K，．P，．X、2B2）
・，、e，、＋・，．、e，、峨
⑪を代入．，　e，jを求めれば，
e，・一・・2λ21畷1令・・、2・・、a、・毒・〔・、一・、）脇，％・量・令・
　　　　　・、2　・2　2　a2・毒・n、　一・，　）・Z2・e・，一・・　・　e2…牲・・…2・fi2…一一⑫
02、一・22・、1ら扁・9・・，，㌔％・E。・・1　－z2）．・22・、2　。2．琵会．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＜　　　　　＜
　　　　・・…12・，・士・（・、一・、）・鴇越・Z1・　R・L・e・c＋λ1　・　X・　・　P2…・・⑬
“i・一・・隔・診揃・云｝〔X、　－X2）・・、、・22％・古・令・
　　　　X、、a2、　謳一り一撃一橘罵さ馬・il・　・　fi2一⑭
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e，，一・，、λ一・、・翫・e・8、、・、、・1量（・・－n2・・S…2・・留・
　　　　・　，、　・、，．・2・量一）一λ・・転λ・・い21λ・・濫ぎλ・・λ・2P2・・…⑮
　　　　・毒〔〔θ、、Z、2λ，、＋θ，、も，Z、、｝・・＋・・2・・…〕Z・　＋…養「・
　　　　〔｛、、、λ、2λ，、＋・、、λ22λ1、｝・、・λ12λ22・，〕・，＋き〔圧・、、λ、2…＋
　　　　θ、、a22Z、、｝Pi・λ、　，　R12　e2〕・一・………………一…・・……・…・”°°’……’°°”⑯
£一　E，〔幅煽，鰯・｝〕触・G・・λセ1・e・　＋
　　　量〔λ、、λ，、・、＋〔θ、、＆～，、＋θ，2λ・、Z・2｝・・〕噛〔a・　・λ・…＋
　　　　1・、2・、、・、，＋θ22・，、へ，｝・，〕Z・　…　一一E’〔・・・…P・＋
　　　　1・、2λ、、λ、　2＋e，　，　R、　1　Z、　2｝β・〕一一・一一9………1・一・…・・’………””°⑰
従つて，
蛾一造σ≒1馬σ・・e一き（幟）
　　　　　　　二BC＋￥，・＋A・　a・・〔・・2－・・）・へβ1き鱗…㌘…・一…・………………⑱
⑪と⑬は生産条件からの中間結果を提示する方程式であるが，分析を気結した均衡体系にするには，次
のように需要函数を定義し，需給の均等が保障されることが必要である。即ち，Xl／X2＝f〔P，　r）
　　∴全、一全，一・、全＋β，…・・…一…………・…・・一…一…………………一・…・…・・…⑲
⑱＝＝⑲によつて，
　　Ni〔・，e，－e，、．（BC・A，　・1＋A，　a、）〔n2－・、）
　　　　σ　　　　　　　　　　　　一B〔《P1＋瑞P2）＋13C・fis〕……・……………・・…・…・…………’・’…°⑳
　　　　　　σ＝＝BC・σ3＋A1σ1＋馬　σ2＞0
．　　BC＋A＋馬＝a、、＋X、2　・＝1
⑳は求thる最終結果であり，昆較生産費（＝価格）比率変動の基本式である。これを，⑪～⑱に逐一代
入することによつて，個別的な意味ある方程式を得ることができる。
。は第二財の欄鰍か。，比較生澱の羅に・つて，令が小・ければ小・いほど，一国頗本集
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一589一
約的第二財に相対的比較優位をもち，逆の場合には逆である。
“，e，＞e、（要素成長率）、。、〉。、（瀟変化）に応、て会＜。とな，，一国、。第二財砒較
　　優位をもつ。
（ii）しかU，β、〉・，　fi，〉・，（労働節約的シフ・）・β，〉。〔霰シ。．卜）、，応じて飯大、
　　なるから・第二財は欄的に雛ゆ・可肯誰莇・．とく畷都「レオYチエ・の逆説（5）Jを理
　　論的に証明する。
　つぎに要素，比率理論との関連を考察するたあに⑳式を⑪式に代入すれば，
令ヂ｝〔・合、一令、）≧BC・A…＋A…　一一・、z，　，．z、）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　B
－t〔＜＜〔V幽　）→－C（1一σs）〔畿徽鵜縮）1。．鳥トー＿一一一②
ω令，ミV、に応・て令ミ・であ・か・，要素儲姓麟の成長率が高い方に不・I」，低い旅有利
　　となる。
“i，技術の欄的進歩軌・，ミ1に応・て，螺価格を進歩率の嵩噂業賄利・燃不利妨向
　　へ変化させる。
（ii，労飾納ない・資櫛納棚進歩（fij（＞kP，」同，2）瞬れが噴曜業姓・て櫛
　　約される要素の価格を低下させる。
　以上相対的要素供給技術進歩および需要の変化は比較生産費講造と要素価格比率を変動させ，世
界貿易のパターンを流動的なものにするが，その他にも，国内の資本蓄積，人ロ変化，あるいは経済的土
地の範囲などの変更も重要な要素になる。（6）
　（1）The　collected　scientific　paper8　0f　P・A・Samuelson　2．PP．847
　－885・　International　Trade　and　equalisation　of　Factor　prices
　and　Internationar　Factor－price　equalisation　once　agaitu
　（2）A。Amano，　De　te　rminants　of　comparatine　costs，　a　theoretical
　Approach天野明弘，貿易と成長の理論第1章および第15章，
　　t3）凪G．　Johnsoru　Money，　Trade　and　Economic　Growth，村上訳貨幣，貿易，
、経済成長，20－21頁
　（4）要素集約度が相対的価格比率によつて→義的に決定されることは，オイラーの定理を使用すれば
　　　刷j帯一笥iザア・署），
　　　・・　j－f　」’・署）
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・・r
ﾋ一∫」〔鴇・／fr（v2　jVlj）熔
・・f・L）rプj鵜）ザ∫’繭手）／〔f・j’（幣））s
　R（1．瓜AllenMathematical　Analysi8　for　Economists・高木汎経済研究
者のための数学解析，549－551頁
（5）W．W．　L・・nti・f，D・m・sti・p・・d・・ti…　nd　F・reign　T・ade・「ep「－
inted　in　Economia　Internazionale，Vo1．VlLNol，195　4，
（6）M。i・，　B・1ding，　E・・n・mi・D・v・1・pm・n・t・the・ry　hi・t・ry・P°1ic　y・
PP．206－207，
5　む　　す　　び
　比較生童構造が諸国間で時間的に変化する時，貿易の型は流動的シーソーゲームになる。もし，各国の
比較生産費格差が消失し，相対的に同一になれば，経済購造は同質化し，国際間に相剋的代替競争を発生
せしめる。（Dあるいはまた，一国の生産費購造が相対的に劣位なものになれば，その国の世界経済での地
位は低下し，早晩，他の諸国にその地位を明け渡さざるをえないものとなろ5。かかる危機を回避し・異
質的，補完的関連によつて，相促的世界経済の拡大をもたらす道は，われわれのモデルでは，諸国の「独
創的な技術開発」以外にありえない。従来の模倣的技術導入を脱却し，自主的開発能力にょつて，商品が
多様化しなければ，世界貿易は保護的色彩を強める可能性がある。
　　（1）赤松要世界経済論第7章・1965
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